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天
保
年
間
に
見
ら
れ
る
外
科
道
具
の
引
札
の
台
頭
は
蘭
方
医

療
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
裏
付
け
て
い
る
が
、
当
時
は
ま

だ
輸
入
さ
れ
る
高
価
な
品
々
の
種
類
も
そ
の
量
も
極
め
て
限
ら

れ
て
い
た
。
明
治
元
年
の
政
府
に
よ
る
官
立
の
医
学
校
開
設
、

西
洋
医
学
の
本
格
的
な
導
入
を
進
め
る
政
策
を
受
け
、
医
療
道

具
業
界
に
も
新
風
が
吹
き
込
ん
だ
。
良
質
の
商
品
を
大
量
に
供

給
す
る
必
要
性
が
生
じ
、
海
外
か
ら
の
輸
入
路
を
開
拓
す
る
と

と
も
に
、
国
内
の
製
造
業
及
び
販
売
業
は
再
編
を
迫
ら
れ
た
。

初
期
か
ら
そ
の
挑
戦
を
積
極
的
に
受
け
止
め
た
人
物
の
中
で
は

と
り
わ
け
島
津
源
蔵
、
松
本
伊
兵
衛
及
び
白
井
松
之
助
が
注
目

に
値
す
る
。
本
発
表
は
白
井
松
之
助
に
焦
点
を
絞
り
、
当
時
の

I

’

3

明
治
期
の
医
療
器
械
商
ｌ
大
阪
の

白
井
松
之
助
に
つ
い
て

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
ミ
ヒ
エ
ル

遠
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・
中
村
輝
子

川
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院

幻
東
京
理
科
大
学
薬
学
部

輸
入
及
び
国
産
化
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
起
業
家
の
事
例
と
し

て
追
究
す
る
こ
と
に
す
る
。

享
保
元
年
以
来
薬
種
業
を
営
む
大
阪
の
白
井
家
の
一
二
代
松

之
助
が
地
元
の
病
院
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
新
し
い
分
野
に
乗
り

出
し
医
療
器
械
商
を
創
業
し
た
の
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）

年
だ
っ
た
。
最
初
は
少
量
の
転
売
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
創

業
六
年
目
、
府
立
病
院
長
高
橋
正
純
及
び
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
エ

ル
メ
レ
ン
ス
（
○
］
．
犀
ョ
①
吋
冒
の
、
一
八
四
一
１
一
八
八
○
）
の

紹
介
で
欧
米
各
社
と
の
特
約
に
よ
り
医
療
器
械
の
輸
入
を
始
め

た
。
政
府
が
ド
イ
ツ
医
学
を
採
用
し
た
た
め
か
、
特
に
ド
イ
ツ

の
Ｈ
・
ウ
ィ
ン
ド
レ
ル
田
①
再
ョ
自
己
君
冒
皇
⑦
『
、
一
八
三
一
～

九
三
）
が
ベ
ル
リ
ン
で
設
立
し
た
新
興
企
業
ウ
ィ
ン
ド
レ
ル
社

と
の
関
係
が
密
接
だ
っ
た
。

松
之
助
は
す
で
に
一
八
七
○
年
代
後
半
に
、
刀
剣
師
、
鉄
砲

鍛
冶
、
甲
胄
鍛
冶
、
銅
工
、
木
工
、
馬
具
師
な
ど
の
も
の
づ
く

り
職
人
の
技
術
力
を
生
か
し
、
国
産
化
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
試
み
は
一
時
的
に
苦
境
に
陥
っ
た
も
の
の
次
第
に
順

境
に
向
い
、
熟
練
し
た
労
働
力
と
し
て
実
っ
た
。
鉄
鋼
部
、
木

工
部
、
硝
子
部
、
化
学
用
硝
子
部
、
衡
器
部
、
量
器
部
や
営
業
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場
の
当
時
の
写
真
か
ら
江
戸
時
代
の
面
影
も
感
じ
取
れ
る
が
、

明
治
一
四
年
に
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
し
た
製
品
で
松

之
助
は
三
等
有
功
賞
牌
を
賜
わ
っ
た
。
京
都
（
島
津
源
蔵
）
や

東
京
（
松
本
伊
兵
衛
）
も
活
発
な
動
き
を
見
せ
る
中
で
、
同
年
、

大
阪
の
山
口
庄
兵
衛
、
白
井
松
之
助
、
新
野
辺
弁
造
、
中
井
安

之
助
、
大
井
ト
新
、
大
満
筆
吉
、
立
身
幸
七
、
福
井
弥
助
、
井

内
徳
兵
衛
、
手
島
政
七
、
白
井
直
七
、
中
村
峯
次
、
中
村
順
造
、

今
西
兼
太
郎
の
計
一
四
名
が
医
科
器
械
商
組
合
を
設
立
し
、
一

定
の
安
定
化
を
は
か
っ
た
。

大
阪
府
病
院
及
び
地
元
の
医
師
と
の
協
力
関
係
も
医
科
器
械

業
の
発
展
を
支
え
た
。
明
治
一
五
年
に
府
の
医
会
が
成
立
し
て

か
ら
月
例
会
に
毎
回
自
製
品
を
出
し
批
評
を
求
め
た
。
コ
レ
ラ

が
関
西
で
流
行
し
た
明
治
一
二
年
、
大
阪
司
薬
場
教
師
ド
ワ
ル

ス
ａ
，
君
．
ロ
乏
胃
印
）
が
提
案
し
た
漏
水
器
の
製
造
販
売
を
初

め
と
し
、
一
五
年
に
大
阪
府
病
院
薬
局
長
が
考
案
し
た
「
重
湯

煎
煎
剤
器
」
及
び
「
越
幾
斯
保
温
器
」
を
兼
有
す
る
蒸
留
器
の

製
作
、
翌
年
に
岡
山
県
立
病
院
副
院
長
と
九
州
地
方
の
各
病
院

の
視
察
等
々
、
医
療
と
器
械
製
造
及
び
販
売
の
相
互
依
存
を
物

語
っ
て
い
る
。
明
治
一
九
年
に
多
大
な
費
用
を
投
じ
て
発
行
し

た
『
医
療
器
械
図
譜
」
は
東
京
の
い
わ
し
や
松
本
器
械
店
の
目

録
（
明
治
二
年
刊
）
に
続
い
て
日
本
で
二
番
目
の
医
科
器
械

目
録
で
あ
り
、
当
時
の
医
界
に
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
重
要

な
資
料
で
も
あ
っ
た
（
第
二
版
二
二
年
、
第
三
版
二
九
年
）
。

各
種
博
覧
会
へ
の
出
品
も
継
続
さ
れ
て
い
た
。
明
治
一
四
年

か
ら
四
二
年
に
か
け
て
参
加
し
た
博
覧
会
に
お
い
て
計
三
六
の

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
二
四
年
に
シ
カ
ゴ
で
開
催

さ
れ
た
万
国
博
覧
会
で
の
受
賞
も
あ
る
。

国
内
外
の
情
報
を
旺
盛
に
吸
収
す
る
松
之
助
は
決
し
て
受
け

身
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
明
治
二
五
年
、
彼
は
中
華
民
国
に
医

療
器
械
を
輸
出
し
、
そ
の
後
ロ
シ
ア
、
南
洋
な
ど
に
も
そ
の
販

路
を
広
げ
た
。
創
業
の
ち
ょ
う
ど
二
○
年
目
に
あ
た
る
同
年
の

こ
の
動
き
は
、
明
治
初
期
の
起
業
家
の
柔
軟
性
や
行
動
力
と
と

も
に
、
江
戸
時
代
の
も
の
づ
く
り
の
技
を
引
き
つ
い
だ
職
人
た

ち
の
技
術
力
を
代
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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新
潟
県
佐
渡
市
金
井
町
の
北
條
家
は
医
家
と
し
て
一
七
世
紀

後
半
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
続
き
、
昭
和
五
二
年
、
同
家
の

建
物
は
国
の
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の

北
條
家
の
総
合
調
査
が
平
成
一
○
年
に
行
わ
れ
、
蒲
原
宏
先
生

が
医
学
・
医
療
関
連
資
料
の
調
査
を
担
当
さ
れ
た
（
「
金
井
町
文

化
財
調
査
報
告
」
金
井
町
教
育
委
員
会
）
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
研
究
で
は
北
條
家
に
伝
わ
る
薬
箱
の

中
に
残
る
薬
物
を
中
心
に
検
討
し
、
北
條
家
に
伝
わ
る
医
学
資

料
、
な
ら
び
に
、
演
者
ら
が
調
査
し
て
き
た
江
戸
～
明
治
時
代

初
期
の
薬
箱
と
比
較
・
考
察
し
た
。

北
條
家
の
薬
箱
は
木
製
、
漆
塗
り
、
五
段
の
引
き
出
し
か
ら

な
り
、
横
二
○
、
奥
行
き
三
○
、
高
さ
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

I

’
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北
條
家
（
佐
渡
市
）
の
薬
箱
の
検
討

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

２

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
ミ
ヒ
エ
ル

Ｕ
東
京
理
科
大
学
薬
学
部

別
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院

製
作
年
代
と
使
用
者
は
不
明
で
あ
る
。
一
段
目
に
は
四
五
袋
、

二
段
目
に
は
四
一
袋
、
三
段
目
・
四
段
目
に
は
各
二
五
袋
、
計

一
三
六
の
薬
袋
中
に
生
薬
が
現
存
し
、
五
段
目
に
は
薬
包
紙
や

薬
袋
中
に
二
七
種
類
の
生
薬
末
や
製
剤
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
内
、
製
剤
一
三
種
類
、
重
複
す
る
八
種
類
、
不
明
四
種
類

を
除
く
、
一
三
五
種
類
の
生
薬
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
の
特
徴

を
明
ら
か
に
し
た
。

（
１
）
三
段
目
・
四
段
目
の
薬
袋
は
一
段
目
・
二
段
目
の
薬
袋

よ
り
も
大
き
い
（
前
者
は
横
二
八
×
縦
八
八
×
高
さ
二
六
、
後

者
は
二
五
×
五
八
×
二
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
ま
た
、
生
薬
名
が

重
複
す
る
薬
袋
が
四
段
目
に
四
つ
（
柴
胡
、
筏
苓
、
半
夏
、
桂

皮
）
、
三
段
目
に
一
つ
（
蒼
尤
）
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

下
段
（
三
段
目
・
四
段
目
）
の
も
の
は
使
用
頻
度
の
高
い
生
薬

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
一
般
に
、
引
き
出
し
形
の
薬
箱

で
は
下
段
に
使
用
頻
度
の
高
い
生
薬
を
置
い
て
い
る
。
北
條
家

の
薬
箱
も
こ
れ
に
該
当
し
て
い
る
。

（
２
）
曲
直
瀬
道
三
の
系
統
を
引
く
『
衆
方
規
矩
』
収
載
の
生

薬
（
「
医
療
衆
方
規
矩
大
成
」
一
字
画
引
）
と
比
較
す
る
と
、
北

條
家
の
薬
箱
の
生
薬
の
八
五
％
二
一
五
種
類
）
が
「
衆
方
規


